
山

ι荒
山

氏
御
技
持
高
十
五
使
を
賜
は
り
、
.
弐
い
で
十
村
役
を
一
中
間
芝
峠
、
に
来
た
が
、
恰
も
盤
母
修
築
の
鑓
来
る
散

命
ぜ
ら
れ
、
子
張
世
々
之
を
袈
い
だ
。
一
に
曾
し
た
か
ら
、
直
に
兵
を
進
め
て
職
闘
一
一
一
合
を

ア
ラ
ヤ
マ
荒
山
河
北
郡
五
ケ
庄
に
回
す
る
部
一
交
へ
た
に
、
景
隆
等
は
手
兵
と
共
に
荒
山
に
稽
匿

孫

。

一

し

、

他

は

石

劫

山

に

奔

箆

し

た

。

盛

政

の

序

候

之

を

ア
ラ
ヤ
マ
荒
山
源
平
盛
衰
記
詳
永
二
年
の
保
一
見
で
、
敵
の
一
荒
山
に
入
っ
た
こ
と
を
報
じ
た
の
で
、

に
、
平
箪
が
荒
山
に
附
し
た
と
あ
る
。
讃
し
河
北
部
一
.
脱
政
は
直
に
之
を
隠
ら
ん
と
欲
し
、
舜
郷
家
嘉
を
し

井
上
庄
荒
屋
へ
今
の
商
荒
屋
)
を
繰
っ
た
も
の
ら
し
一
て
石
脚
山
の
泊
絡
に
備
へ
し
め
、
穂
村
三
郎
四
郎
を

い

。

一

先

陣

と

し

て

荒

山

の

施

に

泊

っ

た

。

是

に

於

い

て

景

ア
ラ
ヤ
マ
カ
ツ
セ
ン
荒
山
合
戦
ハ
一
〉
油
井
軍
一
隆
等
掠
死
し
て
戦
っ
た
け
れ
ど
も
、
盛
政
の
兵
大
に

の
侵
入

l
晶
山
氏
の
越
民
地
弁
母
隆
・
三
宅
長
践
は
二
奮
闘
し
、
吉
川
五
右
衛
門
は
景
隆
を
、
摘
出
新
右
衝

突
正
五
年
主
家
減
C
の
後
上
杉
謙
信
に
回
し
、
入
年
一
門
は
長
盛
を
澄
し
、
般
若
院
も
矢
に
中
.
っ
て
畿
弁
勘

叉
降
を
織
出
信
長
に
容
れ
た
が
、
九
年
三
田
川
町
制
利
「
助
の
震
に
首
級
を
縫
ら
れ
、
同
宿
荒
中
将
は
勘
助
を

家
等
が
信
長
の
命
を
奉
じ
て
能
賞
の
州
事
を
管
し
、
一
射
て
般
若
院
の
仇
を
報
い
た
が
、
や
が
℃
銃
丸
に
中

六
周
遊
佐
一
族
の
罰
せ
ら
れ
る
に
及
び
、
越
後
に
奔
一
っ
て
自
足
し
た
。
山
斑
膝
兵
衛
は
多
数
の
艇
を
得
、

り
て
上
杉
蟹
勝
の
扶
養
を
受
け
た
。
然
る
に
崇
隆
の
一
樹
蔭
に
隠
れ
て
憩
う
た
が
、
景
隆
の
死
せ
る
を
見
、

臣
小
雨
内
匠
・
筒
井
雄
梁
助
・
鹿
瀬
隼
人
正
・
山
挺
醸
一
そ
の
側
に
主
っ
て
磁
腹
し
、
筒
井
雄
策
助
も
同
じ
く

兵
衛
、
長
盛
の
巨
島
怠
内
限
・
小
山
間
甚
五
郎
等
は
、
一
戦
死
し
た
0

.
耐
し
て
残
共
の
石
劫
山
に
向
か
っ
て
選

常
に
そ
の
主
の
鎚
に
趨
領
を
復
せ
ん
と
す
る
の
念
を
一
定
せ
ん
と
し
た
も
の
は
悉
く
奔
郷
軍
の
獲
る
厨
と
な

絶
た
な
か
っ
た
の
で
、
十
年
六
周
二
自
信
長
の
締
.
兆
一
・
り
、
荒
山
の

mm
全
く
陥
務
し
た
。
職
後
盛
政
は
野

す
る
や
、
石
励
山
の
衆
徒
に
し
て
景
隆
・
長
峰
と
親
-
村
勘
兵
衛
を
遣
は
し
、
焼
隆
・
喪
服
・
藤
兵
衛
・
推
奨

醤
な
る
者
が
、
曹
を
裁
し
て
櫛
に
采
じ
民
を
出
す
べ
一
助
・
般
若
腕
五
人
の
首
般
を
利
家
に
贈
ら
し
め
、
利

き
こ
と
を
翻
め
た
υ
七
屈
の
前
凶
利
家
は
単
く
も
そ
一
家
は
村
正
の
刀
を
勘
兵
衛
に
典
へ
て
そ
の
努
を
慰
め

れ
を
知
っ
て
、
十
九
日
尾
山
の
佐
久
間
盛
政
に
替
を
一
た
。

活
・
り
、
若
し
事
館
一
の
生
ず
る
あ
ら
ば
援
を
得
る
こ
と
一
色
一
〉
石
助
山
の
陥
落

l
是
よ
り
先
、
芝
峠
に
着
し
た

を
諮
う
た
が
、
サ
=
一
貝
焼
隆
等
巣
し
.
て
越
中
妥
良
浦
一
利
家
の
軍
は
石
動
山
に
主
ら
ん
と
し
、
先
銭
高
畠
定

に
上
陸
し
、
即
夜
石
動
山
に
入
っ
た
の
で
、
利
家
は
一
吉
は
大
行
院
の
東
谷
を
上
。
、
利
家
は
侍
大
将
長
漣

廿
四
日
再
び
盛
政
に
念
漣
来
援
を
求
め
た
。
一
一
一
関
・
奥
村
永
誠
・
小
塚
秀
正
等
を
率
ゐ
て
仁
王
門
に
向

。
一
〉
荒
山
の
陥
落

l
録
隆
等
は
石
動
山
の
倫
般
若
院
一
か
っ
た
。
時
に
天
平
寺
に
於
い
て
は
、
大
衆
盛
に
趣

快
存
・
大
宮
坊
主
玄
と
謀
っ
て
荒
山
峠
に
吸
を
築
い
一
徒
調
伏
の
秘
法
を
修
し
つ
L
あ
っ
た
が
、
俄
か
に
銃

た
が
、
盛
政
は
廿
五
日
施
島
都
高
畠
に
来
っ
て
.
著
笥
一
丸
の
普
を
聞
き
、
門
を
開
い
て
防
戦
し
た
。
定
吉
の

を
利
家
に
報
じ
、
.
廿
六
日
諮
且
荒
山
を
去
る
五
六
町
一
士
石
野
醤
次
郎
、
利
家
の
士
丸
屋
叉
五
郎
・
富
岡
助

の
地
に
近
づ
い
て
一
序
候
を
放
っ
た
。
利
家
も
亦
廿
五
二
=
・
雑
賀
金
三
・
篠
既
出
羽
・
小
壌
入
右
衛
門
・
寺
閲
奥

ア
ラ

法
瞳
坊
申
記
等
.
を
倒
L
、
伊
賀
の
忍
組
は
朱
徒
の
鹿

を
窺
.
っ
て
火
を
堂
宇
に
政
っ
た
。
是
を
以
て
大
衆
退

い
て
錦
殿
を
保
っ
た
が
、
阿
摘
陀
院
俊
慶
・
困
積
院
・

天
狗
坊
・
松
周
坊
忠
勝
・
大
宮
窃
飛
騨
・
金
議
院
中
将

以
下
宿
蒋
い
て
死
ん
だ
。
利
家
そ
の
斬
締
出
し
た
首
級

千
鯵
を
山
門
の
左
右
に
泉
し
、

.E魁
廿
三
人
の
首
級

は
之
を
勝
家
に
怒
り
、
且
つ
盛
政
の
欽
援
に
よ
っ
て

建
次
の
大
勝
を
得
た
こ
と
を
謝
し
た
。
石
動
山
の
老

幼
降
を
諦
う
た
者
は
、
利
家
皆
之
を
宥
し
て
敢
へ
て

無
事
を
筈
し
な
か
っ
た
。
利
家
叉
天
平
寺
の
静
態
五

社
櫨
現
を
伊
影
山
に
移
し
て
僧
徒
を
懲
ら
し
、
寺
領

中
長
民
の
鹿
島
宇
都
中
に
散
在
せ
る
も
の
は
漣
龍
の

請
に
よ
っ
て
新
知
と
し
て
之
を
奥
へ
た
。

ハ
四
〉
戟
関
の
時
日

l
こ
の
合
職
は
慌
本
多
く
上
記
の

知
〈
六
周
廿
六
日
に
係
け
る
が
、
間
見
雑
録
ハ
一
名

士
林
談
叢
)
に
は
七
周
廿
五
日
と
し
、
古
老
紀
談
に

は
七
周
廿
七
八
日
の
間
一
夜
一
日
と
す
る
ρ
ま
た
羽

咋
郡
菅
原
神
社
磁
文
醤
に
七
周
廿
入
日
附
で
利
家
か

ら
枇
借
常
儀
坊
ハ
成
事
坊
v
・
湿
照
・
坊
に
宛
て
‘
晶
、
そ

の
守
札
等
を
贈
っ
た
こ
と
を
縦
し
、
猶
矧
脇
陣
之
時

候
と
い
っ
て
ゐ
る
か
ら
、
七
局
設
が
正
し
い
と
も
思

は
れ
る
。
抹
に
利
家
が
柴
田
修
理
・
佐
久
間
玄
帯
に

奥
ヘ
て
援
兵
を
求
め
た
と
い
ふ
六
周
十
九
日
附
及
び

六
昆
廿
四
日
附
の
文
書
は
岡
県
儒
疑
は
し
い
。

《
五
〉
事
後
の
朕
況

l
天
正
十
二
年
末
森
の
職
前
に
、

越
中
の
.
佐
々
成
政
は
、
¥
そ
の
鴨
神
保
氏
張
を
し
て
鹿

島
郡
荒
山
の
.
壊
を
守
ら
し
め
、
氏
張
は
こ
L
に
樟
将

袋
井
隼
人
を
置
い
た
。
腕
に
し
て
刺
家
は
九
用
十
一

日
成
政
の
末
森
に
迫
っ
た
を
逐
ひ
、
・
十
三
日
職
勝
を

秀
吉
に
報
じ
た
が
、
そ
の
文
中
に
『
七
尾
に
有
之
同

名
五
郎
兵
ヘ
・
中
川
清
六
、
越
中
内
境
目
の
荒
山
城

へ
被
懸
賞
齢
、
城
主
之
事
は
不
及
申
、
悉
例
首
候
付

而
、
鹿
山
間
商
務
居
候
係
、
越
市
d
聞
へ
付
入
候
温
と
あ

る
の
は
、
事
寅
を
誇
大
に
し
た
こ
と
は
言
ふ
ま
で
も

な
く
、
そ
の
攻
翠
が
何
日
で
あ
っ
た
か
も
確
賀
で
な

い
。
次
い
で
利
家
は
十
周
十
六
日
書
を
遜
持
青
木
善

四
郎
・
大
屋
助
兵
衛
に
謹
は
し
て
、
荒
山
の
髄
朕
を

監
視
せ
し
め
、
別
に
高
鼠
定
吉
を
し
て
勝
山
口
に
陣

せ
し
め
、
政
び
に
敵
の
返
却
せ
ん
と
す
る
を
見
ば
、

嫁
火
を
母
げ
て
之
を
報
ず
べ
き
こ
と
を
命
じ
た
。
是

を
以
て
諸
将
は
機
に
采
じ
て
荒
山
を
力
攻
し
た
が
、

定
吉
は
そ
の
組
直
青
か
ら
停
へ
ら
れ
た
法
務
・
問
自
の

赤
織
を
樹
て
L

先
脅
し
、
城
持
隼
人
を
逐
う
た
の

で
、
後
に
利
家
か
ら
荒
山
の
守
将
を
命
ぜ
ら
れ
た
と

あ
る
が
、
こ
れ
も
時
日
が
明
ら
か
で
な
い
。

ア
ラ
ヤ
マ
カ
ツ
セ
ン
キ
荒
山
合
戦
記
一
加
。

畠
山
氏
の
趨
臣
祖
井
景
隆
・
三
宅
長
盛
が
天
正
十
年

石
動
山
の
衆
徒
と
謀
っ
て
能
管
に
侵
入
し
よ
う
と
し

た
の
を
、
前
田
利
家
が
佐
久
間
鹿
政
の
援
兵
を
得

て
、
荒
山
及
び
石
動
山
に
撃
滅
し
た
こ
と
を
記
し
て

あ
る
。ア

ラ
ヤ
マ
ゴ
Z

荒
山
越

1
v
ア
ラ
ヤ
マ
タ
ウ
ゲ

荒
山
峠
。

ア
ラ
ヤ
マ
ジ
ヨ
ウ
荒
山
城
河
北
郡
五
ケ
庄
荒

山
に
在
っ
て
、
凶
界
に
近
く
、
是
よ
り
越
中
西
嘱
波

郡
南
蟹
谷
に
越
え
ら
れ
る
。
城
地
へ
は
荒
山
川
の
附

近
よ
り
脅
ら
れ
、
.
山
上
順
次
に
入
匿
の
坦
地
が
あ

る
。
叉
城
批
か
ら
谷
を
隔
て
た
腕
に
荒
山
の
部
落
が

あ
る
。
土
人
怯
・
佐
々
成
政
の
哨
録
で
あ
る
と
い
ふ

が
、
越
管
賀
三
州
志
に
は
佐
久
間
盛
政
の
置
い
た
銀

察
で
あ
る
と
し
て
ゐ
る
。

.
ア
ラ
ヤ
マ
タ
ヨ
ウ
荒
山
城
鹿
島
郡
芹
川
に
臨

し
、
、
石
動
山
の
西
南
四
粁
、
荒
山
峠
の
抱
一
粁
像
に

あ
る
。
山
上
携
を
伏
せ
た
知
く
で
あ
る
か
ら
桝
形
山

と
も
い
ふ
。
天

E
五
年
上
杉
謙
信
の
侵
入
し
た
時
、

-圃・・-・・圃・圃・--


